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９
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た

各
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
議
や

各
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
本
会
議
や
委
員

会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活

市
民
憲
章
記
念
式
典

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議
と

共
催
す
る
意
義
は

　
議
員　

令
和
５
年
１
月
に
、

市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

と
の
共
催
で
市
民
憲
章
記
念
式

典
を
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
意
義
を
伺
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
主
幹

　

市
民
憲
章
の
制
定
と
記
念
碑

の
建
立
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
、

自
治
会
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

等
の
関
係
団
体
の
、
郷
土
・
高

槻
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
改
め
て
当
時
の
思
い
を
市

民
と
共
有
し
、
市
民
憲
章
を
普

及
・
啓
発
す
る
機
会
で
あ
る
式

典
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
会
議

と
共
に
開
催
す
る
こ
と
は
非
常

に
意
義
深
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
員　

式
典
を
契
機
に
、
人

口
減
少
す
る
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
次

の
世
代
へ
と
継
承
し
、
令
和
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

行

　政

対
話
支
援
機
器

設
置
計
画
と
機
器
の
選
定
は

　
議
員　

窓
口
に
対
話
支
援
機

器
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
設
置
計
画
及
び
機
器
の
選

定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
総
務
課
長　

市
役
所
本
館
１

階
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
来

庁
が
多
い
、
福
祉
部
門
の
窓
口

を
中
心
に
約
25
台
設
置
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
を

含
む
会
話
が
な
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
で
き
る
機
能
を
備
え
た
機

器
を
選
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
議
員　

対
話
支
援
機
器
を
使

用
さ
れ
た
方
か
ら
の
評
判
も
よ

く
、
機
器
が
有
用
で
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
他
の
施

設
の
窓
口
へ
と
設
置
を
順
に
広

げ
て
ほ
し
い
。

交

　通

市
営
バ
ス
新
路
線

開
設
の
効
果
は

　
議
員　

市
営
バ
ス
の
新
路
線

開
設
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
交
通
部
次
長　

安
満
遺
跡
公

園
並
び
に
隣
接
す
る
子
ど
も
未

来
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
緑
町
や
高
垣
町

周
辺
の
交
通
利
便
性
も
向
上
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

議
員　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時

な
ど
、
土
・
日
・
祝
日
を
中
心

に
多
く
の
方
が
安
満
遺
跡
公
園

に
来
訪
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
営
バ
ス
の
便
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。防

　災

危
機
管
理
室
分
室

設
置
の
目
的
は

　
議
員　

危
機
管
理
室
分
室
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

同
分
室
を
設
置
す
る
趣
旨
や
目

的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
危
機
管
理
室
主
幹　

近
時
の

災
害
が
切
迫
し
て
い
る
状
況
に

お
い
て
受
援
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
災
害
時
の
応
援
職
員
の

待
機
場
所
等
と
な
る
ス
ペ
ー
ス

を
更
に
確
保
し
、
平
時
に
は
、

設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
仮

称
）
市
民
防
災
協
議
会
や
、
防

犯
協
議
会
等
の
活
動
拠
点
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
安
全
・

安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

　
議
員　

大
阪
府
北
部
地
震
の

被
災
経
験
か
ら
分
室
の
必
要
性

は
理
解
で
き
る
た
め
、
災
害
時

の
住
民
支
援
に
向
け
て
必
要
な

整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

防
災
・
防
犯
に
係
る
団
体
が
同

一
施
設
内
で
連
携
し
や
す
い
環

境
に
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
も

見
据
え
た
取
り
組
み
の
更
な
る

充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

▲市民や自治会等の郷土・高槻への思いが込められた市民憲章碑

▲アクセスの向上が期待される安満遺跡公園
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